
二度の入院生活と I C T活用 
 

日田市立高瀬小学校 岩﨑 敬 
 

岩﨑は、10 月 24 日から 11 月４日までの 11 日間を福岡の大島眼科病院にて網膜剥離の入

院手術、11 月 28 日から 12 月 14 日までの 16 日間を久留米大学病院にて黄色靭帯骨化性に

よる椎間板ヘルニアの入院手術を行なってきました。仕事に夢中になりがちな自分ですが、「早

期発見・早期治療」という言葉があるように、今回は学校を休ませていただき、身体の検査やメ

ンテナンスを優先してきました。 

今回この２回の入院期間中について、岩﨑がどのようなことをしていたかをご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もちろん手術の前後は治療に専念 

以前でいう、面会ができる程度にな
った時に何をしたか 

ロイロノートの勉強 

Zoom によるロイロ認定テ
ィーチャー対象の勉強会 

福岡の大島眼科病院 

久留米大学病院 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勉強させてもらっている側だっ
たのですが、逆に発表の機会を
いただきました。 

（１１/１７発表済） 

アーカイブ動画はこちら 

東京学芸大学の佐藤善人先生からはたくさんの視察校の
様子や模擬授業等の様子など、妹尾昌俊さんからは旬な働き
方改革の情報などをいただきました。読んだり、感想を発信し
たりする中で、新しい価値を気づかせてくれます。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SNS では、全国の熱心な先生から、体育に関する情報が
いただけるので、次はこんな授業をやってみたいなと思った
り、先生方にこんなことやってみてはどうでしょうかと紹介させ
てもらうこともありました。（自分の考えの再整理の機会に） 

以前から頼まれていた網走地
方教育研究センターの 90 分の
Web 講演。主治医の先生が手術
日を決める際に、そのことを伝えた
ら、手術も Web 講演も両方でき
るよう取り計らってくれました。 

９０分も人前でお話しするのは初めて。ましてや

画面越しの講演はと思っていましたが。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入院中の身でしたが、医学
生が使っていた部屋をお借り
して、北海道の先生と一緒に
体育の学習をしました。 

講演後も北海道の先生か
ら質問メールが来るなどし
て、双方向のやり取りができ
ました。 

お部屋が準備で
きました。こちらを
使ってください。 

入院期間だからこそ培うことができたものを、 

また元気になって子どもたちに還元したいと思っています。 

用意したスライド ２,５００km 離れた場所が

オンラインで繋がる 

いろいろな方に支えられ 

感謝の気持ちでいっぱいです 


